
 

 

 

  

 

  

人口増加時代のまちづくりの考え方を見直し、まちづくりビジョンに沿って今後望ましくない状況

から望ましい状況への転換を図るため、以下のとおり都市づくりの基本目標を定め、まちの将来像

の実現を目指します。 

４．伊勢崎市の基本方針 

 活力ある産業と 

にぎわいのあるまちづくり 

３．「まちの将来像」の実現に向けた都市づくりの基本目標 

群馬県が、平成２４年９月に人口減少・超高齢社会への対応といった都市を取り巻く環境の変化を踏まえ、「ぐんま“ま

ちづくり”ビジョン」により、これからの群馬県の都市計画の取組方針を明らかにしました。 

 伊勢崎市では、本市の特性及び「ぐんま“まちづくり”ビジョン」を踏まえて、上位計画である第２次伊勢崎市総合計

画、伊勢崎市都市計画マスタープランとの整合性を図りながら、具体的なまちづくりの取組を着実に進めるための実行計

画として本アクションプログラムを策定します。 
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人口減少・高齢化をはじめ、都市の現状や将来予測から心配な社会情勢が今後進行する

ことで、市民のくらしや行政運営に次のような望ましくない状況が生じると思われます。 

現状と課題から見た問題 

 

・拡散した都市構造 

・中心市街地の人口減少 

・中心市街地の魅力低下 

・中心市街地の商店街衰退 

・中心市街地の生活環境悪化 

・公共交通の衰退 

・治安や景観が悪化 

・少子高齢化 
・地域コミュニティーの希薄 

化 

・都市機能の低下 

 持続的に発展する 

       魅力あるまちづくり 

 暮らしやすい 

       成熟したまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 生活環境が豊かになる 
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都市づくりの基本目標 目指すべき望ましい状況 

 

 

 中心市街地の商店街の活性化 

 

 

 

 行政コストが減る 

 

 

中心市街地の魅力向上 

中心市街地の商店街の活性化 

中心市街地の生活環境改善 

中心市街地の人口維持 

生活環境が豊かになる 

治安や景観の改善 

安心安全なまち 

地域産業の活性化 

地域交流の促進 

都市機能の充実 

地域コミュニティーの活性 

集約した都市構造 

家計の支出が減る 

行政コストが減る 

生活が便利になる 

公共交通維持 

都市づくりの基本目標をふまえ、基本方針に基づく取り組み内容は「ぐんままちづくり 

ビジョン」の基本方針で示された施策の中から以下のものを選択します。 

 
夢ふくらみ 安心して暮らせる 元気都市 いせさき 

基本方針２ 空き地・既存施設の利活用や優遇措置の導入による街なかへの転居の促進や集客施設の誘致 

基本方針３ 地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な「まちのまとまり」つくり 

基本方針４ 都市間移動も都市内移動も高い利便性の確保 

基本方針１ 人口減少を前提とした土地利用計画にあわせた公共交通や都市施設の構築 

基本方針６ ぐんまの強みを活かした産業の誘致や新エネルギーによる産業創出環境づくり 

※「第２次伊勢崎市総合計画」から引用 

ぐんま“まちづくり”ビジョン 伊勢崎市アクションプログラム 【概要版】 

検証カルテの結果 ワークショップにおける問題点 

 

・地域の活力低下 

・地域産業の停滞 

・居住人口の減少 

・交流人口の減少 

 

 

・生活が不便になる 

・家計の支出増加 

・生活環境の悪化 

・安心・安全の脅威 

・雇用の減少 

・行政コストの増加 

 

 

２．伊勢崎市に今後生じる望ましくない状況 

アクションプログラムの位置づけ 

１．ぐんま“まちづくり”ビジョン伊勢崎市アクションプログラムについて 



 

ここでは、「まちの将来像」の実現に向けた都市づくりの基本目標から、事業の確実性及び効果の大きさなどを考慮して、第２次伊勢崎市総合計画の基本計画に位置づけている施策を重点プロジェクトとして抽出し、

群馬県の施策と民間施策を組合せて着実に実施するパッケージとしてまとめました。 

５．重点プロジェクト 

➢市の人口 （人） 

成果指標 

重点プロジェクト１ 快適に生活できる基盤をつくる 

現状値                    

（平成２7年度） 

目標値                    

（平成３３年度） 

208,814 人 209,913 人 

重点プロジェクト１ 快適に生活できる基盤をつくる 

   良好な都市基盤の整備を進めるとともに、市民が潤いを実感できる自然や歴史的な風景による 

伊勢崎らしい都市景観を形成し、快適さを実感してくらせるまちの基盤となる施策パッケージです。 

➢事業所数 （事業所） 

➢従業者数 （人） 

➢観光客入込数 （人） 

成果指標 

重点プロジェクト２ 活力ある産業とにぎわいのあるまちをつくる 

現状値                    

事業所数、従業員数（平成２６年度） 

観光客入込数（平成２８年度） 

目標値                    

（平成３３年度） 

  183 事業所 

  26,589 人 

3,600,000 人 

  190 事業所 

  26,778 人 

3,900,000 人 

  産業基盤を強化し、地域のブランド力を高め、地域経済がさらに発展し、人々が行き交う

にぎやかなまちをつくる施策パッケージです。 

 


